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道路舗装工事、街路築造工事、道路維持修繕工事、民間土木工事

名

事 業 活 動 内 容

（2024年度）

東京都豊島区雑司が谷1-52-16

売 上 高

16

862 百万円

埼玉県　第1101005915号 令和8年7月4日

産業廃棄物収集

国土交通大臣許可　(特－6）　第３２８５号

エコアクション21対象範囲 全組織、全活動を認証登録対象範囲

許 可 年 月 日

建 設 業 の 種 類 土木工事業、とび・土工工事業、ほ装工事業、
塗装工事業、水道施設工事業

令和7年2月23日

運 搬 業 許 可 証

東京都　第13-00-005915号 令和10年8月5日

許可有効期限

１ . 会 社 概 要

所 在 地

環境管理責任者

事 業 者 名

代 表 者

[本社]

[資材保管所]

東京都豊島区雑司が谷1-52-15

TEL　03-3984-3501

鳥 越　雅 人

徳 力 建 設 工 業 株 式 会 社

事 業 の 規 模

令和12年2月22日

FAX　03-3987-5395

鳥 越　 雄 太

建 設 業 許 可

有 効 期 限

昭和24年5月30日

従 業 員 数

設 立 年 月 日
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２ 環 境 経 営 方 針 

 
〈環境理念〉 

 徳力建設工業株式会社は、建設事業を通じて、環境に配慮した事業活

動を行い、下記の基本方針を定めて自主的、積極的に環境の改善に取組

みます。 

 

〈基本方針〉 

 １．節電を進め、二酸化炭素排出量を削減し、地球温暖化防止に努め

ます。 

 ２．事業所・現場での廃棄物はできる限り分別しリサイクル処理に努

め廃棄物発生量を削減します。 

 ３．節水に努め、排水量を低減します。 

 ４．グリーン購入を推進することにより、環境に配慮した調達を進め

ます。 

 ５．建設工事に伴う自動車燃料の削減を進め、地球温暖化防止に努め

ます。 

 ６．環境に関連する法規制・条例等を遵守し、環境配慮に努めます。 

 

 

 社内要所に環境方針を掲示し、全従業員にｴｺｱｸｼｮﾝ 21 環境経営ｼｽﾃﾑ

を徹底します。 

 

 

制定日 2011年２月２１日 

改定日 2011年７月１５日 

徳力建設工業株式会社 

        代表取締役 鳥越雅人 
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・全従業員

環境方針を理解し、環境への取り組みの重要性自覚

環境経営システムへの自主的参加

自部門の問題点の発見・是正・予防処置

環境活動におけるチェックリストの記録・運用管理

環境管理責任者を任命

環境経営システム全体の評価と見直しを実施

環境方針の策定・見直し及び全従業員への周知策定、見直し、従業員への周知

経営における課題とチャンスの明確化

部門担当者

自部門における環境経営システムの実施

環境目標及び環境活動計画の実施、その達成状況の報告

環境管理責任者

環境経営システムの構築・運用

代表者

環境方針の策定・見直し及び全従業員への周知

環境経営システムの実施及び管理に必要な設備・費用・時間・人を用意

役割・責任・権限

環境経営に関する統括責任

環境活動レポートの承認

梅田ゆり江 茂呂幸治

代表取締役　鳥越雅人

人数：2名

環境管理事務局

工事部門

部門担当者：

代表者

環境管理責任者
鳥越雄太専務取締役　　鳥越晃

総務：経理部門

部門担当者：

人数：10名

環境活動の取り組み結果を代表者へ報告

環境活動レポート作成

環境目標及び環境活動実施計画書及び実績書の作成

環境管理事務局

環境管理責任者の補佐

環境負荷の自己ﾁｪｯｸ及び環境への取組の自己チェックの実施

環境関連法規等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

３. EA２１ 実 施 体 制 図
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電力使用量の削減　　kwh 99.2% 17,678 99.0% 17,643 98.8% 17,607

社有車   燃費の向上　km/L 101.0% 11.82 101.2% 11.84 101.4% 11.86

都市ガスの削減  ㎥ 95.5% 227 95.0% 226 94.5% 225

二酸化炭素排出量の削減
㎏-CO₂

98.0% 27,548 97.5% 27,407 97.0% 27,266

一般廃棄物の削減　　kg 97.5% 259.8 97.0% 258.5 96.5% 257.2

産業廃棄物の再資源化  % 100% 100% 100%

水使用量の低減  ㎥ 96.5% 404 96.0% 402 95.5% 400

事務用品　グリーン購入　% +4.0％ 72.0% +5.0％ 73.0% +6.0％ 74.0%

優良表彰件数　件 500.0% 5 600.0% 6 700.0% 7

電力使用量の削減　　kwh 99.4% 17,714 86.1% 15,349

社有車   燃費の向上　km/L 100.8% 11.79 109.9% 12.86

都市ガスの削減  ㎥ 96.0% 228 65.5% 156

二酸化炭素排出量の削減
㎏-CO₂

98.5% 27,688 95.8% 26,946

一般廃棄物の削減　　kg 98.0% 261.2 95.9% 255.7

産業廃棄物の再資源化  % 100% 100%

水使用量の低減  ㎥ 97.0% 406 69.2% 290

事務用品　グリーン購入　% +3.0％ 71.0% -25.0% 43.0%

優良表彰件数　件 400.0% 4 300.0% 3

○

○

28,110 ○

○目標達成　△目標未達成但し基準年より改善　×目標未達成

238

266.5

68.0% ×

419 ○

11.70

○

中長期目標

17,821 ○

基準年度 2024年度目標 2024年度実績 目標達成状況

運用結果

419

※１　基準年度は2020年4月～2021年3月。

※3　当社は、該当化学物質の使用はしておりません。

28,110

68.0%

2025年度

238

11.70

266.5

17,821

2026年度 2026年度

100%

100% ○

1 ×

1

４.環境経営目標・環境経営目標の実績

※2　電力のCO2排出係数は、H26年東京電力0.496㎏-CO2/kwhを使用。

基準年度
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     ５.環境経営活動計画の内容と評価・次年度の環境経営活動計画の内容

取組み結果の評価
次年度の環境

活動計画の内容

実施できた 継続実施

実施できた 継続実施

実施できた 継続実施

実施できた 継続実施

実施できた 継続実施

実施できた 継続実施

実施できた 継続実施

実施できた 継続実施

実施できた 継続実施

実施できなかった 継続実施

一部実施できた 継続実施

実施できた 継続実施

実施できた 継続実施

適正管理できた 継続実施

適正管理できた 継続実施

実施できた 継続実施

実施できた 継続実施

実施できた 継続実施

目標達成できなかった 継続実施

目標達成できなかった 継続実施優良表彰件数 ・現場の品質向上に努める

・蛇口に節水こまを設置して節水に努める

・サーキュレーターの併用

取組項目 活動計画内容

二
酸
化
炭
素
排
出
量

社有車燃費の向上

・アイドリングストップの実施

電力使用量の削減

・鉄製ドアの採用

・省エネ空気清浄機への変更

・エコドライブの実施

・化石燃料の削減目標説明

・こまめな消灯の実施

・省エネ型パソコンの採用

・節電運動の展開（エアコン温度設定夏：26℃、冬：22℃）

・車内冷暖房控えめ使用

一般廃棄物の削減

・産業廃棄物の適正処理の再確認

・マニフェスト票への記入漏れ防止

・使用済みコピー用紙の再利用

・廃棄物の分別リサイクルの徹底

排
水
量

水使用量の低減

・エコ商品（事務用品）の積極購入に努める

産業廃棄物の再資源化

・分別細分化カートの設置

・節水型シャワーヘッドへの交換

グリーン購入

廃
棄
物
　
排
出
量

・業務上の用水は適切な使用に努める
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○

○

○

○

○

○

徳力建設工業株式会社

代表取締役　 鳥越 雅人

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）

大気汚染防止法

7.代表者による全体の評価と見直し記録

今回の運用結果につきましては、前年導入の節水効果のあるシャワーヘッドへの交換、今年導入の省エ
ネ・節電効果の高いエアコンへの取替により、水使用量・電力使用量を低減し、二酸化炭素排出量削減に
大きく貢献することが出来ました。
また、近年達成出来ていなかった社有車の燃費向上についてもハイブリッド車の導入を進め、今年度目標
を達成しました。
しかしながら、グリーン購入率の向上及び優良表彰件数は目標値に届かなかった為、今後は全ての項目に
おいて目標達成できるよう取り組んでまいります。

６.環境関連法規一覧

当社に適用される主な環境法規は以下の通りで、2025年4月遵守評価の結果、これらへの違反は
ありませんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘も過去3年間ありません。

遵守状況法規制等名称

振動規制法

騒音規制法

豊島区廃棄物の発生抑制、再利用による減量及び適正処理に関する条例
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